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研究成果の概要（和文）：本研究では、嗜癖性障害のうち、インターネットアディクション及びギャンブル障害
を対象とする。前者について、我々が開発したスクリーニング尺度であるConsolidated Internet Addiction 
Scale (CIS)と既存の尺度であるIATとの相関は0.88であり、CISの有用性が示唆された。また、日本の2000人を
対象として、4つのギャンブル障害スクリーニング尺度の同時調査を実施し、カットオフ値の変更が有病率に大
きな影響を与えうること、ギャンブル障害の有病率を調査する際、スクリーニングテストとカットオフスコアの
選択は重要な問題であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on Internet Addiction and Gambling Disorder among 
addictive disorders. For Internet Addiction, the correlation between the Consolidated Internet 
Addiction Scale (CIS), a screening scale we developed, and the IAT, an existing scale, was 0.88, 
suggesting the usefulness of the CIS.
We also conducted a simultaneous survey of four screening scales for gambling disorder in 2000 
Japanese subjects and found that changes in cutoff values can have a substantial impact on 
prevalence, and that the selection of screening tests and cutoff scores is an important issue when 
examining prevalence of gambling disorder.

研究分野：疫学、公衆衛生学

キーワード： アディクション　依存症　行動嗜癖　スクリーニングテスト　尺度開発　ギャンブル障害　インターネ
ット依存症

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
製造業の職域における調査で、既存のインターネット依存のスクリーニング尺度であるIATと我々が作成したCIS
には高い相関が観測され、尺度としての有用性が示唆された。
ギャンブル障害の有病率については、学術的であれ、行政上の施策に関連するものであれ、有病率調査を行う際
に、スクリーニングテストとカットオフスコアを丁寧に検討・選択すべきことが明確になった。また、今回調査
した4つのギャンブル障害尺度のすべてについて、ギャンブル障害と精神的健康度の間に関連があることが明ら
かになり、臨床上、施策上の意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
精神医学の標準的な診断基準として用いられている DSM-5（American Psychiatric 

Association, 2013）において、依存症はアルコールや薬物、カフェインなどの物質に関する依存
である「物質関連障害」とギャンブルなどの行動に関する依存である「嗜癖性障害」に分けられ
た（行動については「嗜癖」とされることが多い）。 
今では国際的な診断基準が定められている依存症であるが、学術的研究が本格化するのは 20
世紀半ば以降である。例えば、代表的な依存症候群であるアルコール依存症では、1961年にお
いても精神医学の標準的な専門書に「患者の自己責任論」「人格異常説」が記されており（Kolle
ら, 1961）、依存症候群としての疾病概念が明確になるのは 1970 年代である（WHO, 1977 な
ど）。研究史としては、薬物などのアルコール以外の物質関連障害がそれに続き、行動に関する
依存症研究はさらにその後に発展している（松本, 2014）。 
一方、依存症に対する社会的な関心は高く、アルコール依存症対策における米国の禁酒法制定
（1920年。その後廃止）や患者自助グループ・AAの誕生（1935年）など、社会的関心の高ま
りが医学的研究の進展に先行する状況が続いてきた。この傾向は現在も続いており、近ごろ社会
的な耳目を集めている「ネット依存」などの嗜癖性障害についても、学術研究より社会的な関心
と医療化（専門外来の登場など）が先行している。実際、DSM-5において、嗜癖性障害として
認められているのはギャンブル障害のみであり、インターネットアディクション（以下 IA；い
わゆる「ネット依存」。）などの行動に関する依存はほとんど認定されていない。わずかに、「イ
ンターネットゲーム障害」が継続的な検討事項とされたのみである。 
各種の嗜癖性障害が社会問題化しつつも疾患概念として確立しない理由として、DSM-5は研
究文献の不足を挙げている。例えば、IAの標準的な評価尺度である IAT（Young, 1998）はスマ
ートフォンや常時接続が登場するはるか以前に作成されており、ギャンブル障害の標準的な尺
度である SOGS（Lesieurら, 1987）も現代の視点では借金関連項目が多すぎ、各国の文化によ
る差を考慮しきれていない。この「古さ」が研究推進の障害となっている。 
以上をまとめると、依存症研究の歴史は、20 世紀半ば以降、アルコール等の物質関連障害か
ら行動に関する嗜癖性障害の順に発展し、各依存症についても、最初に社会的な関心が高まり、
学術研究の進展がそれに続くという傾向が続いている（一方向ではなく、時期の重複などはあ
る）。現在は、IAなどの嗜癖性障害について、社会的関心の高まりから学術的研究の本格化へ移
るフェーズと言えるが、尺度開発がそれに追いついていない。以上が、本研究において嗜癖性障
害を主たる対象と定めた経緯である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、尺度開発理論と臨床疫学の知見を組み合わせることにより、標準的に利用しうる嗜
癖性障害の尺度を開発することを目指している。尺度の開発においては、新規尺度の開発と既存
尺度の検証による尺度の妥当性の拡張をめざす。本研究では、嗜癖性障害のうち、インターネッ
トアディクション及びギャンブル障害を第一の対象とする。 
インターネット依存の尺度については、我々が開発した Consolidated Internet Addiction 

Scale (CIS)の妥当性についての検討を行う。 
ギャンブル障害の有病率は、調査方法、スクリーニングテストの選択、カットオフスコアの設
定などの違いにより、調査ごとに大きく変動することが知られている。本研究では、同一サンプ
ルに複数のテストを同時に実施することで、スクリーニングテストの選択とカットオフスコア
がギャンブル障害の有病率に与える影響を検証する。また、ギャンブル障害尺度と精神的健康度
の関連を検証する。 
 
３．研究の方法 
・インターネット依存尺度「CIS」の妥当性検証 
2016年 4月に静岡県及び三重県における製造業事業所の従業員を対象に、Internet Addiction 
Test（IAT）及び CIS の相関を検証した。 
 
・スクリーニング尺度の違いがギャンブル障害の有病率に与える影響 
2021年、日本の2県に均等に分布する2,000人の回答者を対象にオンライン調査を実施した 。
ギャンブル障害の有病率を評価するために使用される 4つのスクリーニングテスト：South Oaks 
Gambling Screen (SOGS), Problem Gambling Severity Index (PGSI), Lie/Bet questionnaire, 
Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders-5 (DSM-5) のスコアを算出し比較
した。 
 
・ギャンブル障害尺度と精神的健康度の関連 
ギャンブル障害（gambling disorder）の尺度（以下、GD尺度）について、複数の GD 尺度と
精神的健康度の関連を検討した。上記の 2021 年の調査で、South Oaks Gambling Screen（SOGS；



13 項目、本研究でのカットオフ値：5点以上)、Problem Gambling Severity Index（PGSI；9項
目、8点以上)、LieBet Screen （2 項目、1点以上）、DSM-5（9項目、4点以上）を測定し、カ
ットオフ値以上をギャンブル障害の可能性のある者（probable gambling disorder, PG）とし
た。また、精神的健康度のスクリーニング尺度である K6 質問票 （6項目）を実施し、0～4点=
問題なし、5～9点＝心理的ストレス反応相当、10～12 点＝気分・不安障害相当、13 点以上＝重
症精神障害相当とした。分析では、PG・非 PGと K6 得点区分（４段階）との関連について GD尺
度ごとにカイ二乗検定と残差分析を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
・インターネット依存尺度「CIS」の妥当性検証 
1022 名より回答を得た。IAT と CIS の相関は 0.88（95%信頼区間：0.87 - 0.89）であった。 
製造業の職域における調査で、既存のインターネット依存のスクリーニング尺度である IAT と
我々が作成した CIS には高い相関が観測され、尺度としての有用性が示唆された。 
 
・スクリーニング尺度の違いがギャンブル障害の有病率に与える影響 
標準的なカットオフスコアでの有病率は著しく異なり、SOGS（10.3%）が最も高く、DSM-5（3.8%）
が最も低かった。SOGS では、カットオフスコアを 5 から 4 に変更すると有病率が 2.9％増加し
たが、PGSI ではカットオフスコアを 8から 7に変更しても有病率は 0.5％の増加にとどまった。 
本研究は、ギャンブル障害に関する複数のスクリーニングテストのスコアとカットオフスコ
アを同時に比較した日本初の試みである。SOGS は他の測定法よりも多くのギャンブル障害の可
能性のある人をスクリーニングすること、カットオフスコアの変更は SOGS では有病率に大きな
影響を与えるが、PGSI と DSM-5 では影響は大きくないことが明らかになった。ギャンブル障害
の有病率を調査する際、スクリーニングテストとカットオフスコアの選択は重要な問題である
ことが明確となった。 
 
・ギャンブル障害尺度と精神的健康度の関連 
各 GD尺度における K6 4 点以下の割合は、PGでは 13.3-25.8%、非 PGでは 69.8-71.1%であっ
た。PG と非 PG ごとに K6 の得点区分との関連を検討したところ、全ての GD 尺度において PG は
有意に精神的健康度が低かった（SOGS・PGSI・LieBet Screen・DSM-5 （全て p < .001））。K6の
得点区分ごとの人数を PGと非 PGとで残差分析にて比較したところ、K6が 4 点以下で非 PG が多
く、K6が 5点以上のいずれの区分でも PGが多かった（全て p < .001）。 
 ４つの GD 尺度全てで PGと精神的健康度との関連が認められ、いずれの GD尺度を用いても PG
で精神的健康度が低いという特徴が示された。ギャンブル障害に起因する機能障害や苦痛が精
神的健康度に悪影響を及ぼした可能性や、逆に精神的不調に伴う苦痛を紛らわせるために賭博
行動へ至った可能性など、相互の影響が考えられた。本研究により、複数の GD尺度と K6質問票
を用いた実態調査を行い、今回用いた全ての GD 尺度でギャンブル障害と精神的健康度の間に関
連があることが示唆された。 
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